


広報 ２2014－1広報３ 2014－1

２０１４　新年のごあいさつ

安心と希望を持って暮らせる

「しあわせ実感のまち
 　　　　はなわ」を実現

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

平
成
26
年
の
新
春
を
つ
つ
が
な
く
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
塙
町
の
町
政
推
進
に
当
た

り
、
皆
様
に
深
い
ご
理
解
と
温
か
い
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
わ
が
国
の
政
治
・
経

済
情
勢
を
顧
み
ま
す
と
、
政
治
へ
の
不

信
感
と
と
も
に
、
暮
ら
し
へ
の
不
安
感

が
拭
え
き
れ
な
い
ま
ま
の
一
年
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。
国
難
と
も
い
え
る
東
日
本

大
震
災
及
び
福
島
原
発
事
故
後
の
復

旧
、
復
興
へ
の
対
応
は
思
う
よ
う
に
進

展
を
見
せ
ず
に
お
り
ま
し
た
が
、
福
島

に
復
興
庁
が
設
置
さ
れ
て
、
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
復
興
が
期
待
さ
れ
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
経
済
動
向
に
お
い
て
は
、
不

安
定
な
が
ら
景
気
の
持
ち
直
し
の
兆
し

が
少
し
ず
つ
表
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

一
方
塙
町
で
は
、
第
５
次
長
期
総
合
計

画
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
特
性
を
生

か
し
た
農
業
振
興
で
は
、
町
の
花
で
あ

る
ダ
リ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
、
切

り
花
の
安
定
的
な
生
産
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
切
り
花
の
生

産
者
も
増
え
、
「
ダ
リ
ア
の
町
は
な
わ
」

の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く
貢
献
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
消
費
者
と
歩
む
産
地
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
都
市
交
流
事
業
の

強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

一
つ
で
あ
る
町
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

（
ダ
リ
ち
ゃ
ん
シ
ョ
ッ
プ
）
は
、
週
２

回
の
開
店
に
毎
回
行
列
が
で
き
る
ほ
ど

の
盛
況
ぶ
り
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
道

の
駅
自
体
の
組
織
強
化
と
自
立
し
た
運

営
を
目
指
し
て
、
内
部
組
織
を
一
本
化

さ
せ
た
法
人
を
設
立
し
、
指
定
管
理
者

と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
観
光
推
進
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
観
光
協
会
の
事
務
所
を
、
新
た

に
道
の
駅
に
設
置
し
、
塙
町
を
訪
れ
る

観
光
客
の
案
内
や
、
町
の
Ｐ
Ｒ
を
外
部

に
向
け
て
積
極
的
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
教
育
分
野
で
は
、
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
た
め
、
塙
小
学
校
、
塙
幼
稚

園
が
大
規
模
改
修
工
事
に
よ
り
新
し
い

学
び
舎
と
な
っ
て
機
能
も
充
実
、
念
願

で
あ
っ
た
エ
ア
コ
ン
が
各
教
室
に
設
置

さ
れ
、
快
適
な
環
境
で
学
習
で
き
る
施

設
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
教
育
指
導
員
等
の

設
置
を
充
実
さ
せ
、
学
力
等
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
も

26
年
度
中
に
は
完
成
と
な
る
運
び
で
あ

り
ま
す
。
防
災
の
面
で
は
、
緊
急
時
の

災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災
セ
ン

タ
ー
を
役
場
北
側
の
庁
舎
を
取
り
壊
し

て
建
設
し
ま
す
。
ま
た
、
私
の
公
約
で

も
あ
る
健
康
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に

向
け
た
準
備
も
進
め
て
お
り
、
こ
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
利
用
で
き
る
夢
の

あ
る
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
長
引
く
放
射

線
対
策
は
今
後
と
も
健
康
不
安
へ
の
解

消
を
図
り
、
風
評
被
害
の
払
拭
対
策
な

ど
も
引
き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
み
を

進
め
、
そ
し
て
「
山
水
花
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
理
念
に
、
皆
さ
ん
が
安
心

と
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
「
し
あ
わ

せ
実
感
の
ま
ち 

は
な
わ
」
の
実
現
に

向
け
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。結
び
に
、

今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
健
や
か
で
穏
や
か
な
よ
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご
発
展
を
お

祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
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け
ま
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ご
ざ
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ま
す
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清
々
し
く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
、
町
政
に
対
し
暖
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
は
各
地
に
て
集
中
豪
雨
や
竜
巻

な
ど
気
象
災
害
が
多
発
し
ま
し
た
。
幸

い
、
本
町
で
は
台
風
に
よ
る
被
害
が
多

少
あ
っ
た
も
の
の
人
命
に
関
わ
る
よ
う

な
も
の
で
は
な
く
、
改
め
て
住
み
よ
い

町
で
あ
る
と
実
感
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
緊
急
時

の
対
応
は
年
々
重
要
な
課
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
町
議
会
は
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
問
題
や
議
会
改
革
な
ど
に
取

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
特
に
、
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
問
題
は
、
町
民
の
皆
様
方
の

大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
本
議
会

と
し
て
も
特
別
委
員
会
を
設
置
し
町
民

の
皆
さ
ん
や
専
門
家
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
拝
聴
す
る
な
ど
、
本
議
会
と
し
て
で

き
る
限
り
の
活
動
を
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
は
真
摯

に
対
応
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
な

ど
数
々
の
ご
批
判
を
頂
戴
し
た
の
も
事

実
で
す
。

　

議
員
に
は
、
全
体
の
代
表
者
た
る
側

面
と
支
持
を
受
け
た
団
体
や
個
人
の
代

表
者
た
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。
一
部
の

住
民
を
見
て
全
体
を
見
な
い
こ
と
も
、

全
体
を
見
て
一
部
の
住
民
を
見
な
い
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。
２
つ
の
側
面
が
相

反
す
る
と
き
、
ど
の
よ
う
な
判
断
を
す

る
の
か
、
ま
さ
に
正
念
場
に
立
た
さ
れ

る
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
、
議
員
の
職

責
を
改
め
て
感
じ
る
出
来
事
で
し
た
。

　

今
、
議
会
で
は
、
議
会
基
本
条
例
制

定
に
向
け
た
取
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

議
会
活
動
の
基
本
理
念
を
条
例
に
ま
と

め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
お
約
束
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
議
会
を
も
っ
と
開

か
れ
た
も
の
と
し
て
「
町
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
歩
む
議
会
づ
く
り
」
を
進
め
ま

す
。
町
民
目
線
の
議
会
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
議
員
の
本
分
を
果
た
す
た
め
に
、

今
年
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

中
継
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。
本
議
会

の
映
像
を
公
開
し
て
広
く
町
民
の
皆
様

方
に
ご
意
見
を
頂
戴
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
風
評
被
害
、
更

に
は
各
産
業
の
振
興
、
住
環
境
の
整
備
、

少
子
化
対
策
、
教
育
の
振
興
な
ど
、
塙

町
発
展
に
向
け
て
集
中
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

私
た
ち
議
員
一
同
、
塙
町
民
の
代
表

と
し
て
、
そ
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
を

自
覚
し
、
決
意
も
新
た
に
、
幸
せ
を
実

感
で
き
る
塙
町
の
実
現
に
向
け
全
力
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
皆
様
方
に
と

っ
て
、
実
り
多
き
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭

の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

塙町議会議長

鈴 木 道 男

町民の皆さんと共に
　歩む議会づくりを
　　　　目指します



【位置】

取水口　大字大蕨字川平地内

発電所　大字川上字東平地内

【水系】

川上川

【設備】

最大出力　　　８００kW

最大使用水量　３，１４１㎥／Ｓ

有効落差　　　３８．７９ｍ

台数　　　　　１台

【沿革】

大正２年１月　許可を受け建設

大正３年２月　運用開始

大正13年５月　棚倉白河線を新設

昭和８年８月　雨谷発電所と送電線を結ぶ

昭和23年３月　塙変電所が新設

昭和33年３月　随時監視制御方式となる

昭和47年７月　白河制御所より遠方制御方式

　　　　　　　となる

昭和58年12 月　改築により現在の建物となる

昭和60年２月　白河から須賀川制御所へ遠方

　　　　　　　制御に切り替えられる

※本データは東北電力株式会社から許可をい
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、
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正
３
年
２
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に
運
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が
開
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さ

は
、
大
正
３
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２
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運
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開
始
さ
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今
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２
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０
０
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０
０
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迎
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追
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追
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が
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は

８
０
０
kW
あ
り
、
一
般
的
な
家
庭
の
約

２
，
０
０
０
世
帯
の
電
力
使
用
量
を
発

電
し
て
お
り
、
発
生
し
た
電
力
は
、
主

に
県
南
地
方
で
消
費
さ
れ
て
い
る
。

社
会
福
祉
の
増
進
の
た
め
に

　

一
斉
改
選
に
伴
う
民
生
・
児
童
委
員
の

委
嘱
状
伝
達
式
が
12
月
６
日
（
金
）
、
塙

農
村
勤
労
福
祉
会
館
大
研
修
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
菊
池
基
文
町
長
が
12
月
１
日
付

け
で
委
嘱
さ
れ
た
委
員
35
人
（
う
ち
主
任

児
童
委
員
２
人
）
に
対
し
、
委
嘱
状
を
伝

達
し
ま
し
た
。
式
終
了
後
、
民
生
・
児
童

委
員
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
に
引
き

続
き
、
会
長
に
青
砥
貞
一
さ
ん
（
伊
香
）、

新
た
に
副
会
長
に
藤
田
礼
子
さ
ん（
植
田
）

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

委嘱状の伝達を代表で受けた三森和代さん

新たな民生 ･児童委員35人に委嘱状伝達
退任された委員17人に感謝状を贈呈

　

委
嘱
状
伝
達
式
の
前
に
は
、
６
年

（
２
期
）
以
上
委
員
を
務
め
ら
れ
退

任
さ
れ
た
12
人
の
皆
さ
ん
へ
厚
生
労

働
大
臣
感
謝
状
が
伝
達
、
３
年
（
１

期
）
委
員
を
務
め
ら
れ
退
任
さ
れ
た

５
人
の
皆
さ
ん
へ
町
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

■
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
受
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
敬
称
略

・
下
重
ケ
ヱ
子
（
材
木
町
）

・
穂
積
　

誠
一
（
大
町
）

・
佐
藤
　

正
利
（
東
河
内
）

・
生
方
　

和
枝
（
常
世
北
野
）

・
萓
原
　

寧
　

（
常
世
北
野
）

・
遠
藤
　

喜
勝
（
常
世
中
野
）

・
近
藤
　

忠
夫
（
板
庭
）

・
菊
池
　

伴
子
（
山
形
）

・
神
永
　

ト
ク
（
大
畑
）

・
鈴
木
　

新
一
（
片
貝
）

・
深
谷
　

正
紀
（
川
上
）

・
瀨
谷
　

八
洲
（
東
河
内
）

■
町
感
謝
状
受
賞
者
　

※
敬
称
略

・
金
澤
　

智
惠
（
本
町
）

・
芳
賀
　

佳
代
（
栄
町
）

・
佐
藤
り
ゑ
子
（
堀
越
）

・
藤
田
　

一
三
（
田
代
）

・
本
多
　

貞
雄
（
真
名
畑
）

上：厚生労働大臣感謝状を受賞された下重ケヱ子さん
下：町感謝状を受賞された金澤智惠さん

塙町民生 ･ 児童委員 ※敬称略 ･(　) 内は担当地区

■会　長　 青砥　貞一　（伊香）

■副会長（会長職務代理者）　　藤田　礼子（植田）

■委員名 担当地区

　三森　和代（塙１・２区） 大野　正男（矢塚・石堀子）

　鈴木　利子（塙３区） 藤田　忠勇（片貝）

　菊池　京子（塙４区） 白石　茂夫（折篭）

　榎　　祐一（塙５区） 鈴木　勝美（木野反・湯岐）

　石井　一雄（塙６区の一部） 北郷　　惠（川上４区・前田）

　青木　　一（塙６区の一部） 鈴木　　一（川上３区・森之根）

　白坂　政昭（上渋井） 鈴木　芳朗（川上１・２区）

　鈴木　良治（堀越・小高） 青砥　森次（上石井１）

　上妻　周子（西河内） 石川　満子（上石井２）

　藤田　主計（東河内） 戸井田　衛（稲沢・台宿１区の一部）

　藤田　一美（水元・八幡） 川又セツ子（台宿１区の一部）

　下重　政壽（赤坂・竹之内） 白石　仁一（台宿２区・台宿１区の一部）

　荒川　正康（常世中野） 青砥　貞一（伊香）

　松本　芳郎（板庭・中塚） 藤田　礼子（植田）

　鈴木眞理子（山形・田野作・田代の一部） 本多　永典（真名畑）

　松本　清人（田代の一部） 下重　康仁（主任児童委員）

　鈴木　次郎（大蕨・大畑） 村上　貞吉（主任児童委員）

　菊池　豊一（那倉）

故
白
石
禎
美
氏
が
建
設
、
現
在
も
町
経
済
に
寄
与

故
白
石
禎
美
氏
が
建
設
、
現
在
も
町
経
済
に
寄
与

故
白
石
禎
美
氏
が
建
設
、
現
在
も
町
経
済
に
寄
与
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地域おこし協力隊 赴任２年目を迎えます
　２年目を迎える地域おこし協力隊の加納耕介さんと利根川久範さんへ、

12 月２日（月）役場応接室で委嘱状が交付されました。任期は平成 26 年

11 月 30 日までですが、最長３年まで延長できます。

赴任 1年目を終えて 「矢塚のみなさんへ」

　塙町に住みはじめて１年になります。今でも赴任初日の　塙町に住みはじめて１年になります。今でも赴任初日の

大雪を昨日のことのように思い起こせます。ただ、振り返っ大雪を昨日のことのように思い起こせます。ただ、振り返っ

てみると長かったような、あっという間のような、とてもてみると長かったような、あっという間のような、とても

不思議な感覚です。この１年間本当にいろんなことがあり不思議な感覚です。この１年間本当にいろんなことがあり

ました。とてもすべての出来事をここで書き尽くすことはました。とてもすべての出来事をここで書き尽くすことは

できません。ただ、せっかく塙町のみなさんにご報告の機できません。ただ、せっかく塙町のみなさんにご報告の機

会をいただいたので、この１年をざっくりとではあります会をいただいたので、この１年をざっくりとではあります

が振り返ってみたいと思います。が振り返ってみたいと思います。

　その前にひとつだけ。私はこの１年間矢塚地区の皆さん　その前にひとつだけ。私はこの１年間矢塚地区の皆さん

をはじめとして、役場の方々、道の駅の生産者・従業員のをはじめとして、役場の方々、道の駅の生産者・従業員の

皆さん大変お世話になりました。風邪をひいたときあった皆さん大変お世話になりました。風邪をひいたときあった

かいうどんを頂いたり、遊びの誘いや夜遅くまで相談にかいうどんを頂いたり、遊びの誘いや夜遅くまで相談に

乗ってくれたり、素敵な方々と素晴らしい時間を過ごすこ乗ってくれたり、素敵な方々と素晴らしい時間を過ごすこ

とができました。この場を借りて改めて感謝を申し上げまとができました。この場を借りて改めて感謝を申し上げま

す。ありがとうございました。す。ありがとうございました。

　塙町に住みはじめて１年になります。今でも赴任初日の

大雪を昨日のことのように思い起こせます。ただ、振り返っ

てみると長かったような、あっという間のような、とても

不思議な感覚です。この１年間本当にいろんなことがあり

ました。とてもすべての出来事をここで書き尽くすことは

できません。ただ、せっかく塙町のみなさんにご報告の機

会をいただいたので、この１年をざっくりとではあります

が振り返ってみたいと思います。

　その前にひとつだけ。私はこの１年間矢塚地区の皆さん

をはじめとして、役場の方々、道の駅の生産者・従業員の

皆さん大変お世話になりました。風邪をひいたときあった

かいうどんを頂いたり、遊びの誘いや夜遅くまで相談に

乗ってくれたり、素敵な方々と素晴らしい時間を過ごすこ

とができました。この場を借りて改めて感謝を申し上げま

す。ありがとうございました。

ＰＲＯＦＩＬＥ

とねがわ　ひさのり　　27 歳

東京都町田市出身

趣味：読書、映画鑑賞

３年半小売・流通業の会社を経

て、主に「道の駅はなわ」を担

当し、情報発信や法人化の取り

組みに参加、自らも農作物やダ

リアを栽培して活動中。

ＰＲＯＦＩＬＥ

かのう　こうすけ　　28 歳

兵庫県神戸市出身

趣味：ﾃﾆｽ、野球、ｻｯｶｰ、ｺﾞﾙﾌ

（株）デイリースポーツ社を

経 て、 旧 矢 塚 分 校 を 拠 点 に

矢 塚 地 区 で 活 動 中。 詳 細 は

Facebook・Twitter「天空の秘

密基地　矢塚分校」を検索

地域おこし協力隊

加納　耕介
kano kosuke

地域おこし協力隊

利根川　久範
tonegawa hisanori

　就任時から「道の駅はなわ」の法人化会議に出席させていただい　就任時から「道の駅はなわ」の法人化会議に出席させていただい

ています。主に会議の資料づくりや店舗計数の分析などを主体にています。主に会議の資料づくりや店舗計数の分析などを主体に

やってきました。今までバラバラで活動してきた団体がひとつにまやってきました。今までバラバラで活動してきた団体がひとつにま

とまるというのは簡単なことではありません。会議を通して、組織とまるというのは簡単なことではありません。会議を通して、組織

を一からつくるというのがとても大変なのだと肌で実感しました。を一からつくるというのがとても大変なのだと肌で実感しました。

ただ、考え方や価値観は違えど目指す方向は同じであったり（たとただ、考え方や価値観は違えど目指す方向は同じであったり（たと

えばお客さまのため）、ちょっとした言葉の行き違いだけであったえばお客さまのため）、ちょっとした言葉の行き違いだけであった

りすることが少なくありませんでした。お客さまのため、生産者のりすることが少なくありませんでした。お客さまのため、生産者の

ため、あるいは従業員のために何ができるのか。ブレずにみんなでため、あるいは従業員のために何ができるのか。ブレずにみんなで

考えていければ未来はそんなに暗くないかもしれません。現場主体考えていければ未来はそんなに暗くないかもしれません。現場主体

の話し合いも回数を重ねてまいりました。自分の力は微力かもしれの話し合いも回数を重ねてまいりました。自分の力は微力かもしれ

ませんが、自分にできることを継続してやっていこうと思います。ませんが、自分にできることを継続してやっていこうと思います。

　去年の５月から矢塚の農家さんから指導を受けて、ダリアの生産　去年の５月から矢塚の農家さんから指導を受けて、ダリアの生産

をはじめました。10 年間使われていなかったハウスを再生させてをはじめました。10 年間使われていなかったハウスを再生させて

のスタートでした。トラクターでほ場を耕して、パイプだけのハウのスタートでした。トラクターでほ場を耕して、パイプだけのハウ

スにビニールを貼って、農業現場初体験は驚きと戸惑いの連続でしスにビニールを貼って、農業現場初体験は驚きと戸惑いの連続でし

た。土壌に水気が多く、ブランクもあるので、本当にダリアが咲くた。土壌に水気が多く、ブランクもあるので、本当にダリアが咲く

のかどうか半信半疑でした。芽が出て、すくすく大きくなっていくのかどうか半信半疑でした。芽が出て、すくすく大きくなっていく

のを毎日眺めていると、小学生のようにドキドキしました。最初にのを毎日眺めていると、小学生のようにドキドキしました。最初に

咲いたハミルトン Jr. のオレンジがとてもきれいで、感動したのを咲いたハミルトン Jr. のオレンジがとてもきれいで、感動したのを

覚えています。９月には素敵なご縁があって、秋田の鷲沢幸治さん覚えています。９月には素敵なご縁があって、秋田の鷲沢幸治さん

に同行して「秋田国際ダリア園」を見学させていただきました。自に同行して「秋田国際ダリア園」を見学させていただきました。自

分が３カ月間育ててきたダリアと花の大きさ、色彩、葉の厚み、何分が３カ月間育ててきたダリアと花の大きさ、色彩、葉の厚み、何

から何まで違うのに本当に驚きました。少しでもこの品質に近づけから何まで違うのに本当に驚きました。少しでもこの品質に近づけ

たい、今年は１年目よりもいい花をつくると気持ちを新たにしていたい、今年は１年目よりもいい花をつくると気持ちを新たにしてい

ます。ます。

　ただし、その理由を言葉にするのは、矢塚にずっといられるカネ　ただし、その理由を言葉にするのは、矢塚にずっといられるカネ

を自分の腕で稼げるようになってからだと思ってます。そう決めてを自分の腕で稼げるようになってからだと思ってます。そう決めて

ます。だから、今年１年はとにかくそこに集中していろんなことをます。だから、今年１年はとにかくそこに集中していろんなことを

やっていきます。もうすでに動いてます。現実を直視するために理やっていきます。もうすでに動いてます。現実を直視するために理

想を掲げて、ある程度見えたら２年というスパンで大目標を置いて、あ想を掲げて、ある程度見えたら２年というスパンで大目標を置いて、あ

とは逆算できる小目標を片っぱしから潰していく。実際そんなカッとは逆算できる小目標を片っぱしから潰していく。実際そんなカッ

コいいもんではないんやろけど、まぁそんな感じの毎日です。矢塚コいいもんではないんやろけど、まぁそんな感じの毎日です。矢塚

のみんなでつくった地域活性化団体、明日香塾。皆さん、最近明日のみんなでつくった地域活性化団体、明日香塾。皆さん、最近明日

香塾へのモチベーションはどうですか？　テンション上がってます香塾へのモチベーションはどうですか？　テンション上がってます

か？　正直ちょっとめんどくさくなってますか？　オレはそのどっか？　正直ちょっとめんどくさくなってますか？　オレはそのどっ

ちでもなく、とにかくもっと具体化していきたい。町おこしとか地ちでもなく、とにかくもっと具体化していきたい。町おこしとか地

域活性化とか、結局何が成功で何が失敗かもはっきりしないような域活性化とか、結局何が成功で何が失敗かもはっきりしないような

言葉はからまつ峠にでも埋めといて、ゴールをイメージしながらみ言葉はからまつ峠にでも埋めといて、ゴールをイメージしながらみ

んなと走りたい。んなと走りたい。

　定住促進、観光地化、あるいは現状維持。なんでもいいです。で　定住促進、観光地化、あるいは現状維持。なんでもいいです。で

きればもっと、夢物語なぐらいの方がいいです。まず理想をできるきればもっと、夢物語なぐらいの方がいいです。まず理想をできる

だけ高らかに掲げる。すると心が折れそうなぐらいの現実が見えてだけ高らかに掲げる。すると心が折れそうなぐらいの現実が見えて

くる。忙しい、向いてない、こんな不便なところで、あとは若い人くる。忙しい、向いてない、こんな不便なところで、あとは若い人

が・・・。抜ける人も出てくるでしょう。楽しくない夜も増えるでが・・・。抜ける人も出てくるでしょう。楽しくない夜も増えるで

しょう。でも、それでも、せっかく忙しい間をぬってこうやってみしょう。でも、それでも、せっかく忙しい間をぬってこうやってみ

んなで頑張っとるんやから、いつか心からの祝杯を挙げられるようんなで頑張っとるんやから、いつか心からの祝杯を挙げられるよう

に、ぼちぼち「これ！」っていうの決めていきませんか？それさえに、ぼちぼち「これ！」っていうの決めていきませんか？それさえ

決まれば、少なくともオレはこれからの２年間イチ矢塚区民として決まれば、少なくともオレはこれからの２年間イチ矢塚区民として

全力で頑張れます。理想なき者現実語るべからず。みんなとなら、全力で頑張れます。理想なき者現実語るべからず。みんなとなら、

オレはけっこう自信ありますよ？オレはけっこう自信ありますよ？

　あかん、全然しゃべりたりんけど字数オーバー。続きはいつも通　あかん、全然しゃべりたりんけど字数オーバー。続きはいつも通

り職員室で。とりあえず新年会やろーぜ新年会！り職員室で。とりあえず新年会やろーぜ新年会！

　就任時から「道の駅はなわ」の法人化会議に出席させていただい

ています。主に会議の資料づくりや店舗計数の分析などを主体に

やってきました。今までバラバラで活動してきた団体がひとつにま

とまるというのは簡単なことではありません。会議を通して、組織

を一からつくるというのがとても大変なのだと肌で実感しました。

ただ、考え方や価値観は違えど目指す方向は同じであったり（たと

えばお客さまのため）、ちょっとした言葉の行き違いだけであった

りすることが少なくありませんでした。お客さまのため、生産者の

ため、あるいは従業員のために何ができるのか。ブレずにみんなで

考えていければ未来はそんなに暗くないかもしれません。現場主体

の話し合いも回数を重ねてまいりました。自分の力は微力かもしれ

ませんが、自分にできることを継続してやっていこうと思います。

　去年の５月から矢塚の農家さんから指導を受けて、ダリアの生産

をはじめました。10 年間使われていなかったハウスを再生させて

のスタートでした。トラクターでほ場を耕して、パイプだけのハウ

スにビニールを貼って、農業現場初体験は驚きと戸惑いの連続でし

た。土壌に水気が多く、ブランクもあるので、本当にダリアが咲く

のかどうか半信半疑でした。芽が出て、すくすく大きくなっていく

のを毎日眺めていると、小学生のようにドキドキしました。最初に

咲いたハミルトン Jr. のオレンジがとてもきれいで、感動したのを

覚えています。９月には素敵なご縁があって、秋田の鷲沢幸治さん

に同行して「秋田国際ダリア園」を見学させていただきました。自

分が３カ月間育ててきたダリアと花の大きさ、色彩、葉の厚み、何

から何まで違うのに本当に驚きました。少しでもこの品質に近づけ

たい、今年は１年目よりもいい花をつくると気持ちを新たにしてい

ます。

　ただし、その理由を言葉にするのは、矢塚にずっといられるカネ

を自分の腕で稼げるようになってからだと思ってます。そう決めて

ます。だから、今年１年はとにかくそこに集中していろんなことを

やっていきます。もうすでに動いてます。現実を直視するために理

想を掲げて、ある程度見えたら２年というスパンで大目標を置いて、あ

とは逆算できる小目標を片っぱしから潰していく。実際そんなカッ

コいいもんではないんやろけど、まぁそんな感じの毎日です。矢塚

のみんなでつくった地域活性化団体、明日香塾。皆さん、最近明日

香塾へのモチベーションはどうですか？　テンション上がってます

か？　正直ちょっとめんどくさくなってますか？　オレはそのどっ

ちでもなく、とにかくもっと具体化していきたい。町おこしとか地

域活性化とか、結局何が成功で何が失敗かもはっきりしないような

言葉はからまつ峠にでも埋めといて、ゴールをイメージしながらみ

んなと走りたい。

　定住促進、観光地化、あるいは現状維持。なんでもいいです。で

きればもっと、夢物語なぐらいの方がいいです。まず理想をできる

だけ高らかに掲げる。すると心が折れそうなぐらいの現実が見えて

くる。忙しい、向いてない、こんな不便なところで、あとは若い人

が・・・。抜ける人も出てくるでしょう。楽しくない夜も増えるで

しょう。でも、それでも、せっかく忙しい間をぬってこうやってみ

んなで頑張っとるんやから、いつか心からの祝杯を挙げられるよう

に、ぼちぼち「これ！」っていうの決めていきませんか？それさえ

決まれば、少なくともオレはこれからの２年間イチ矢塚区民として

全力で頑張れます。理想なき者現実語るべからず。みんなとなら、

オレはけっこう自信ありますよ？

　あかん、全然しゃべりたりんけど字数オーバー。続きはいつも通

り職員室で。とりあえず新年会やろーぜ新年会！

　おはようございます。分校の加納です。　おはようございます。分校の加納です。
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たり前というか、別に？　としか思わなくなってきたきょたり前というか、別に？　としか思わなくなってきたきょ
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た。感謝の意を具体化し始めたらキリがないので、それはた。感謝の意を具体化し始めたらキリがないので、それは

姿勢と行動でこれから自分なりに示していきます。限られ姿勢と行動でこれから自分なりに示していきます。限られ

たスペース、せっかくなんでこれからの話をしましょう。たスペース、せっかくなんでこれからの話をしましょう。

　「で、加納君は協力隊の活動が終わっても矢塚に住む　「で、加納君は協力隊の活動が終わっても矢塚に住む

の？」よく聞かれます。よく考えます。正直に言います。の？」よく聞かれます。よく考えます。正直に言います。

現時点ではわかりません。ずっといたい理由もいっぱいあ現時点ではわかりません。ずっといたい理由もいっぱいあ

れば、その逆も同じぐらいいっぱいあります。れば、その逆も同じぐらいいっぱいあります。

　おはようございます。分校の加納です。

タバコ買うのに車で往復 50 キロ。飲み代より代行の方が

高いやないかい！そんな標高 800 ｍの暮らしもすっかり当

たり前というか、別に？　としか思わなくなってきたきょ

うこの頃。今年もやっぱり寒いっすね。

　さて、早いもんで天空生活も２年目に突入。おかげさん

で１年目は朝から晩までおおいに満喫させていただきまし

た。感謝の意を具体化し始めたらキリがないので、それは

姿勢と行動でこれから自分なりに示していきます。限られ

たスペース、せっかくなんでこれからの話をしましょう。

　「で、加納君は協力隊の活動が終わっても矢塚に住む

の？」よく聞かれます。よく考えます。正直に言います。

現時点ではわかりません。ずっといたい理由もいっぱいあ

れば、その逆も同じぐらいいっぱいあります。



　今から 1200 年以上前に中国に実在したハン・ガンという絵師の描く

馬が絵から飛び出して動き出すという不思議な話です。

　絵から飛び出した馬が武将を乗せて戦場に行くシーンでのハン・ガン

の言った「大切にしてやってください」の一声が心にしみます。

　力強く迫力のある絵で馬を愛する気持ちにあふれていて、絵本の絵と

いうより美術館の資料のような素晴らしさです。馬の目から涙が流れる

場面では圧倒され考えさせられる、そんな絵本です。

　年齢を問わずおすすめです。

　

図
書
館
で
は
毎
月
テ
ー
マ
を
決

め
、
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
本
を
集

め
た
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
い
ま
す
。

今
月
も
、
そ
の
中
か
ら
一
冊
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
読
み
た
い
本
が
貸
し
出
し

中
の
場
合
、
予
約
が
で
き
ま
す
。

（
☎
４
３
―
０
８
０
８
）

お
正
月
・
馬
の
本

1 月の
テーマ

図書館情
報

「この世でいちばん　すばらしい馬」

チェン・ジャンホン／作・絵
平岡　敦／訳

徳間書店

●ものがたり
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９
月
か
ら
毎
週
水
曜
日
に
開
催

さ
れ
て
き
た
「
楽
ら
く
元
気
ア
ッ

プ
教
室
」
。
全
12
回
の
行
程
を
修

了
し
、
12
月
11
日
（
水
）
閉
講
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
教
室
は
、
町
の
介
護
予
防
教

室
と
し
て
、
今
年
度
16
名
が
参
加

し
、（
財
）
栃
木
県
健
康
倶
楽
部

の
小
熊
理
恵
さ
ん
ら
ス
タ
ッ
フ
と

一
緒
に
、
体
力
測
定
や
身
近
な
道

具
を
使
っ
て
の
運
動
、
栄
養
管
理

や
口
腔
ケ
ア
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
閉
講
式
で
は
、
園
部

秀
次
副
町
長
か
ら
代
表
で
小
峰
ス

エ
子
さ
ん
が
修
了
証
書
を
授
与
さ

れ
、
今
後
の
継
続
に
つ
い
て
復
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は

「
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
教

室
に
来
る
こ
と
が
、
毎
週
楽
し
み

だ
っ
た
」
「
足
の
痛
み
に
悩
ん
で

い
た
が
、
学
ん
だ
お
か
げ
で
良
く

な
っ
た
。
今
後
も
続
け
て
い
き
た

い
」な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

楽
し
く
元
気
に
毎
日
を
過
ご
す

　
　
　
　
　
　
　

〜
平
成
25
年
度
楽
々
元
気
ア
ッ
プ
教
室
〜

　12 月 31 日現在で行う、製造業を営む事業所を

対象にした工業統計調査。この調査を行う調査員

に対する委嘱状交付式が 12 月３日（火）、役場応

接室で行われました。

　菊池基文町長が、佐藤雄平県知事からの委嘱状

を伝達。その後、事務局から事務説明が行われ、

調査についての確認を行いました。製造業を営む

事業所においては、調査へのご協力をお願いしま

す。

■調査員氏名（敬称略）

　○白石好子（本町）

　○倉橋一男（西河内）

　

農
地
の
取
得
等
に
つ
い
て
は
、

優
良
農
地
の
確
保
や
効
率
的
な

利
用
を
図
る
観
点
な
ど
か
ら
、

農
地
法
に
よ
り｢

下
限
面
積
（
北

海
道
を
除
き
原
則
50
ａ
以
上｣

が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
下
限
面
積
に
つ
い
て
は
、

平
成
21
年
12
月
の
農
地
法
改
正

に
よ
り
、
農
業
委
員
会
が
農
林

水
産
省
で
定
め
た
基
準
に
従
い

｢

別
段
の
面
積｣

を
定
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
当
町
農
業
委

員
会
で
は
、
平
成
25
年
11
月
20

日
開
催
の
第
11
回
農
業
委
員
会

総
会
に
お
い
て
審
議
し
た
結
果
、

左
表
の
と
お
り
一
部
区
域
に
つ

い
て
下
限
面
積
（
別
段
の
面
積
）

を
設
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

施
行
年
月
日

　

平
成
25
年
11
月
25
日

農地法第３条第２項第５号の
農業委員会が定める別段の面積

区 域 名
大字堀越、大字西河内、大字田野

作、大字山形、大字大蕨、大字田

代、大字那倉、大字片貝、大字湯岐、

大字木野反、大字真名畑の区域

設定面積 ３０ａ

※設定以前は、塙町全域 50 ａの設定となっ

ていました。

・理由

①塙町は農業従事者の減少、高齢化等によ

　り遊休農地が増加している状況にありま

　す。

②下限面積を引下げることにより新規就農

　者等の参入促進を図り、耕作放棄地の解

　消と発生の未然防止につなげる必要があ

　るため。

■問い合わせ

　塙町農業委員会　☎４３－２１１９

　２月 17 日（月）をもって任期が満了する塙町農業

委員会委員一般選挙が、２月２日（日）に執行されま

す。この選挙を執行するための各種事務は、下記のと

おり行いますのでお知らせします。立候補の意思のあ

る方（または代理人）は、立候補予定者説明会に必ず

出席のうえ、関係書類を受け取るようお願いします。

■立候補予定者説明会

・日　時　１月14日（火）午後１時30分

・場　所　塙農村勤労福祉会館　小研修室

■事前審査

・日　時　１月23日（木）午前９時～午後４時

・場　所　塙農村勤労福祉会館　小研修室

■立候補受付（告示日）

・日　時　１月28日（火）午前８時30分～午後５時

・場　所　塙農村勤労福祉会館　小研修室

■問い合わせ　

　選挙管理委員会　☎４３－２１１１

 

菊池基文町長へ寄付金を手渡す吉村典久さん（右）

　千葉県船橋市の不動産会社・株式会社レオ・コー

ポレーション様から昨年に引き続きふるさと納税

として100万円が寄付されました。12月４日（水）、

同社会長の吉村典久さんが役場を訪れ、「まちづ

くりの役に立てれば」と、菊池基文町長へ手渡し

ました。

株式会社レオ・コーポレーション様から100万円

心 温 ま る 善 意

工業の実態を把握する
平成25年工業統計調査員に委嘱状交付

倉橋一男さん 白石好子さん

修了証書を受け取る参加者

バランスの良い食事を考える 身近な道具で運動機能向上

農
地
取
得
等
に
係
る

下
限
面
積（
別
段
の
面
積
）の
設
定

農地パトロール時に確認された遊休農地

塙町農業委員会委員一般選挙
■投 票 日　２月２日（日）

■投票時間　午前７時～午後６時

■投 票 区　下記表のとおり

投票区名 包括する区域（大字） 投票所

塙 塙、上渋井、上石井
塙第一ｺﾐｭﾆﾃｨ
消防センター

常　豊
常世北野、常世中野、竹之
内、西河内、堀越、東河内

常豊地区公民館

笹　原
中塚、板庭、川上、山形、
大蕨、田野作、田代、那倉、
片貝、湯岐、木野反

笹原地区公民館

高　城 台宿、伊香、植田、真名畑 高城地区公民館



福島県南陸上競技協会所属 

菊池　徹郎さん
kikuchi tetsuro

（板庭出身）
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地
元
福
島
の
舞
台
で
！

地
元
福
島
の
舞
台
で
！

地
元
福
島
の
舞
台
で
！

【きくち・てつろう】【きくち・てつろう】

生年月日：1984 年　５月 26 日生年月日：1984 年　５月 26 日

出 身 校：塙中→白河旭高→国際武道大学→上越教育大大学院出 身 校：塙中→白河旭高→国際武道大学→上越教育大大学院

種　　目：110 ㍍ハードル種　　目：110 ㍍ハードル

自己記録：13 秒 92（福島県記録）自己記録：13 秒 92（福島県記録）

そ の 他：現在、教職員を目指し二本松市で講師を勤める。そ の 他：現在、教職員を目指し二本松市で講師を勤める。

　　　　　弟には、同じく 3,000 ㍍障害の福島県記録を持つ　　　　　弟には、同じく 3,000 ㍍障害の福島県記録を持つ

　　　　　菊池敦郎さんがいる。　　　　　菊池敦郎さんがいる。

【きくち・てつろう】

生年月日：1984 年　５月 26 日

出 身 校：塙中→白河旭高→国際武道大学→上越教育大大学院

種　　目：110 ㍍ハードル

自己記録：13 秒 92（福島県記録）

そ の 他：現在、教職員を目指し二本松市で講師を勤める。

　　　　　弟には、同じく 3,000 ㍍障害の福島県記録を持つ

　　　　　菊池敦郎さんがいる。

ＰＲＯＦＩＬＥＰＲＯＦＩＬＥＰＲＯＦＩＬＥ

＋ ＺＯＯＭＺＯＯＭ
プラスプラス ズームズーム

＋ ＺＯＯＭ
プラス ズーム

この人に注目この人に注目この人に注目

HANAWA 2014

目標を
　　あきらめない

～ 110㍍ハードル福島県記録を更新～

　

陸
上
競
技
の
障
害
走
の
一
種
で
、
10

台
の
ハ
ー
ド
ル
を
跳
び
越
え
な
が
ら

１
１
０
㍍
を
走
る
タ
イ
ム
を
競
う
競
技

「
１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル
」
で
、
18
年
ぶ

り
に
福
島
県
記
録
を
更
新
し
た
「
塙
町

は
も
ち
ろ
ん
福
島
を
代
表
す
る
選
手
」

の
菊
池
徹
郎
さ
ん
。

　

中
学
生
時
代
か
ら
は
じ
め
た
１
１
０

㍍
ハ
ー
ド
ル
、
高
校
時
代
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
、
高
校
３
年
生
か
ら
福
島
県
陸

上
選
手
権
で
３
連
覇
（
現
在
は
６
連
覇

中
）
、
大
学
院
２
年
か
ら
東
北
陸
上
選

手
権
で
３
連
覇
と
輝
か
し
い
記
録
を
作

り
上
げ
て
き
た
。
そ
し
て
昨
年
10
月
27

日
（
日
）、
母
校
で
あ
る
国
際
武
道
大

学
競
技
会
に
お
い
て
、
自
己
ベ
ス
ト
13

秒
92
を
記
録
。
自
身
が
陸
上
競
技
を
続

け
て
き
た
最
大
の
目
標
の
ひ
と
つ
、
福

島
県
記
録
の
更
新
を
達
成
。
同
時
に
今

年
６
月
に
福
島
市
「
と
う
ほ
う
・
み
ん

な
の
ス
タ
ジ
ア
ム
（
福
島
県
営
あ
づ
ま

陸
上
競
技
場
）」
で
開
催
予
定
の
「
第

98
回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
」
の

参
加
標
準
記
録
（
14
秒
00
）
を
突
破
さ

れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
何
度
も
失
敗
し
、
何
度
も

ケ
ガ
を
し
、
う
ま
く
い
か
ず
悩
ん
だ
り

苦
し
ん
だ
り
、
落
ち
込
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
目
標
達
成
の
た
め
に
あ

き
ら
め
ず
に
続
け
て
き
て
、
今
回
の
結

果
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
は
う
れ
し
く
思

い
ま
す
と
話
す
徹
郎
さ
ん
。

　

社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
は
、
決
し
て

良
い
練
習
環
境
で
は
な
い
状
況
の
中
、

信
念
を
持
ち
厳
し
い
練
習
に
打
ち
勝
っ

た
そ
の
姿
に
、
彼
の
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
を

感
じ
る
。

　

今
年
の
目
標
は
、「
も
ち
ろ
ん
日
本

選
手
権
に
出
場
し
、入
賞
～
そ
の
先
へ
。

ま
た
応
援
し
て
く
だ
さ
る
多
く
の
方
々

や
い
つ
も
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
に
恩

返
し
を
し
た
い
」
と
決
意
を
語
る
。

　

集
大
成
と
も
言
え
る
舞
台
は
、
今
年

６
月
の
福
島
市
、
準
備
は
で
き
た
。

〈福島民報社提供〉
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～塙町生涯学習だより～　１月号
発行：塙町教育委員会生涯学習

はなわふれあい
スポーツクラブ通信

１月号
　サークル活動、イベント等に参加
希望の方は、はなわふれあいスポー
ツクラブ事務局にお問い合わせくだ
さい。
　お待ちしています。

携帯電話から　　
今すぐアクセス！はなわふれあいスポーツクラブ

http://hanawa-fsc.jp
塙町大字塙字桜木町 80（塙町公民館）
☎ 0247―43―2644　FAX43―1883
mail:hanawa.fsc@gmail.ocm

塙
町
文
化
祭
フ
ィ
ナ
ー
レ

〜
文
化
講
演
会
〜

　

元
プ
ロ
野
球
選
手 

桑
田
真
澄
氏

　

10
月
31
日(

木)

か
ら
塙
町
公

民
館
で
開
催
し
た
第
52
回
塙
町
文

化
祭
。
12
月
１
日(

日)

の
塙
町

文
化
講
演
会
を
最
後
に
、
大
好
評

の
う
ち
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
美
術

展
や
青
少
年
の
主
張
大
会
、
芸
能

祭
な
ど
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の

内
容
で
、
た
く
さ
ん
の
参
加
・
観

覧
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

文
化
祭
の
最
後
を
飾
っ
た
塙
町

文
化
講
演
会
に
は
、
聴
講
す
る
た

め
に
約
４
３
０
人
が
集
ま
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
講
演
は
、
元
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
、
元
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

ガ
ー
の
桑
田
真
澄
氏
を
講
師
に
迎

え
「
絆
、
夢
、
努
力
、
あ
り
が
と

う
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
講
演
に
先
立
ち
短
編
映

画
「
桑
田
真
澄
・
心
の
野
球
」
が

上
映
さ
れ
た
後
、
桑
田
氏
が
登
場

す
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍

手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
華
や
か
な
野
球
人

生
を
送
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち
な
桑

田
氏
で
す
が
、
人
生
で
３
度
の
挫

折
を
経
験
し
、
野
球
を
あ
き
ら
め

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
努
力
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
語
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
内
か
ら
希
望
者
を

壇
上
に
招
き
、
現
役
時
代
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
な
ど
を
着
さ
せ
て
く
れ
る

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
あ
り
、
会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
、
文
化
祭
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し

い
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

ハーブ・アロマを学びながら
楽しく香りグッズを作ろう！

日　時　１月 28 日（火）

　　　　午後７時～午後９時

場　所　塙町公民館

対　象　クラブ会員およびどなた

　　　　でもお気軽にご参加くだ

　　　　さい。男性参加者大歓迎！

内　容　ハンドトリートメント

　　　　魔法のクリーム作り

　　　　（全身用クリーム）

参加費　会　員　　 ５００円

　　　　非会員　１，０００円

　　　　材料費　２，０００円

持ち物　筆記用具

　寒い季節になりました。普段の活

動の中でもケガをしないために、十

分なウォーミングアップに心掛けて

ください。

　また、暖かい所から寒い所へ急激

に移ると、脳梗塞や心筋梗塞を起こ

す原因となる場合があります。事故

を防ぐには、徐々に体を慣らすこと

が大切です。

　冬季の運動は、衣服にも細かい配

慮が必要です。運動して熱くなった

時、何枚か脱げるような服が好まし

いでしょう。運動後は、体が冷え切

る前に厚着ができるようにしましょ

う。汗の処理のために、着替えやタ

オル等も準備しておきたいですね。

これらのことを心掛けて、冬も楽し

く運動してください。

日　時　１月 23 日 ( 木）

　　　　午後８時～

　　　　( 午後７時～自由

　　　　練習 )

場　所　塙町営体育館

申　込　当日、会場にて受付

参加費　１００円

内　容　当日、参加者全員

　　　　で抽選によりダブ

　　　　ルスペア決定

新春バドミントン大会

New　year　cap

癒しの時間 ＜冬の運動注意点＞
■まなびとファインダー URL

　http://www.manabito.
　　　　 fks.ed.jp/win.html

マナ ビイ

問い合わせ

■生涯学習課

　☎４３－２６４４

■塙町公民館

　☎４３－０３２０

▲多くの方に聴講いただきました

▲講演中の桑田真澄さん

第60回文化財防火デー火災防御訓練

　塙町の文化財を火災等の災害から守るため、第 60 回

文化財防火デーに伴った火災防御訓練を実施します。

■対　　　象　伊香区民およびび関係者

■訓練実施日　１月 26 日 ( 日 ) 午前 9 時～

■訓練対象物　古宿観音堂 ( 伊香字古宿 213)

■そ　の　他　当日は訓練に伴いサイレンを鳴らしま

　　　　　　　すので、火災と間違えないようご注意

　　　　　　　願います。

■問い合わせ　生涯学習課　☎４３－２６４４

　文化財防火デーの制定は、昭和 24 年１月

26 日に、現存する世界最古の木造建造物で

ある法隆寺（奈良県）の金堂が炎上し、壁画

が焼損したことに基づき、昭和 30 年に文化

財防火デーと定め、文化財を火災、震災その

他の災害から守るとともに、全国的に文化財

防火運動を展開し、国民の文化財愛護に関す

る意識の高揚を図っています。

　塙町でも毎年地域の方々、消防団と協力し、

火災防御訓練を実施しています。

　神社やお寺、お堂や仏像など、私達の身近

には貴重な文化財がたくさんあります。

　１・２月は、一年のうちで最も火災が発生

しやすい時期です。これらの歴史遺産を火災

で失わないためにも、一人ひとりが防火意識

を持ちましょう。

「文化財防火デー」とは

▶
昨
年
の
火
災
防
御
訓
練
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平
成
26
年
度
塙
町
奨
学
資
金
貸

与
奨
学
生
候
補
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
塙
町
在
住
者
で
塙
中
学
校
３
学

　

年
に
在
学
し
、
平
成
26
年
４
月

　

に
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校

　

ま
た
は
専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

　

に
進
学
を
希
望
し
て
い
る
方

②
高
等
学
校
３
学
年
に
在
学
し
、

　

平
成
26
年
４
月
に
大
学
（
短
大
・

　

大
学
院
含
む
）
、
専
修
学
校
（
２

　

年
以
上
の
課
程
に
限
る
）
に
進

　

学
を
希
望
し
て
い
る
方

■
募
集
人
数

　

選
考
の
上
、
全
体
で
５
人
程
度

■
貸
与
額

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

　

専
修
学
校
（
高
等
課
程
）

　

月
額
　

１
５
，
０
０
０
円
以
内

○
大
学
（
短
大
、
大
学
院
含
む
）
、

　

専
修
学
校

　

月
額
　

５
０
，
０
０
０
円
以
内

■
資
　

格

①
塙
中
学
校
卒
業
で
、
塙
町
に
引

　

き
続
き
６
カ
月
以
上
住
所
を
有

　

し
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

　

校
、
専
修
学
校
ま
た
は
大
学
な

　

ど
に
進
学
を
希
望
す
る
方
で
、

　

品
行
正
し
く
学
術
に
優
れ
健
康

　

な
方

②
経
済
的
理
由
で
就
学
が
困
難
と

　

認
め
ら
れ
る
方

③
他
か
ら
奨
学
金
の
貸
し
付
け
ま

　

た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
方

■
出
願
締
め
切
り

　

３
月
３
日
（
月
）

■
返
済
方
法

　

高
等
学
校
・
大
学
な
ど
を
卒
業

し
た
月
の
６
カ
月
後
か
ら
、
月
賦

ま
た
は
年
賦
で
、
最
高
10
年
以
内

で
返
済
す
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
管
理
係

　

☎（
４
３
）４
０
５
０

　

福
島
県
で
は
、
原
子
力
損
害
賠

償
に
つ
い
て
弁
護
士
に
よ
る
巡
回

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相

談
時
間
は
30
分
で
、
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

■
予
約
受
付
電
話

　

☎
０
２
４
（
５
２
３
）
１
５
０
１

■
実
施
日
時

○
１
月
16
日
（
木
）・
23
日（
木
）・

　

30
日
（
木
）

○
２
月
６
日（
木
）・
13
日（
木
）・

　

20
日
（
木
）

※
全
て
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
午

　

後
３
時
50
分
ま
で

■
実
施
場
所

　

白
河
商
工
会
議
所
　

２
階
交
流
室

■
問
い
合
わ
せ

　

県
南
地
方
振
興
局

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
５
０
６

　

固
定
資
産
税
は
、
土
地
や
家
屋

の
ほ
か
、
償
却
資
産
に
も
課
税
さ

れ
ま
す
。
町
内
に
償
却
資
産
を
所

有
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
26
年

１
月
１
日
現
在
の
状
況
を
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

償
却
資
産
と
は
？

　

事
業
を
営
ん
で
い
る
会
社
や
個

人
が
、
そ
の
事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
土
地
や
家
屋
以
外
の
事

業
用
資
産
（
機
械
、
器
具
、
構
築

物
な
ど
）
の
こ
と
で
す
。

■
償
却
資
産
の
一
例

○
構
築
物

　

舗
装
路
面
、
広
告
塔
、
プ
レ
ハ

　

ブ
式
事
務
所
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

　

ス
、
豚
舎
、
鶏
舎
、
牛
舎
な
ど

※
家
屋
評
価
の
対
象
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
除
き
ま
す
。

○
機
械
お
よ
び
装
置

　

電
気
・
化
学
・
建
設
・
印
刷
機

　

械
、
加
工
修
理
な
ど
に
使
用
す

　

る
機
械
な
ど

○
車
両
お
よ
び
運
搬
具

　

大
型
特
殊
自
動
車
、
自
転
車
、

　

荷
車
な
ど

※
自
動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
は
除

き
ま
す
。

○
工
具
器
具
お
よ
び
備
品

　

机
、
イ
ス
、
ロ
ッ
カ
ー
、
金
庫
、

　

応
接
セ
ッ
ト
、
陳
列
ケ
ー
ス
、

　

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
、レ
ジ
ス
タ
ー
、

　

複
写
機
、
厨
房
用
品
、
看
板
な
ど

■
対
象
に
な
ら
な
い
償
却
資
産

○
耐
用
年
数
１
年
未
満
の
資
産

○
少
額
償
却
資
産

　

取
得
価
額
が
10
万
円
未
満
の
資

　

産
で
、
法
人
税
法
等
の
規
定
に

　

よ
り
一
時
に
損
金
算
入
さ
れ
る

　

も
の

○
一
括
償
却
資
産

　

取
得
価
額
が
20
万
円
未
満
の
資

　

産
で
、
法
人
税
法
等
の
規
定
に

　

よ
り
３
年
間
で
一
括
し
て
均
等

　

償
却
す
る
も
の

　　

償
却
資
産
は
地
方
税
法
３
８
３

法
に
よ
り
そ
の
所
有
者
に
対
し
て

申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

※
免
税
点
で
あ
っ
て
も
申
告
は
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
免
税
点

　

申
告
に
よ
り
そ
の
合
計
の
課
税

標
準
額
が
１
５
０
万
円
未
満
の
場

合
は
、
償
却
資
産
に
対
す
る
課
税

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
月
１
日
時
点
で
町
内
に
所
在

・
所
有
し
て
い
る
償
却
資
産
（
自

己
所
有
お
よ
び
他
者
へ
貸
し
付
け

し
て
い
る
も
の
も
含
む
）
の
内
容

を
、
「
償
却
資
産
申
告
書
」「
種
類

別
明
細
書
（
増
加
・
減
少
）」
な

ど
所
定
の
様
式
に
記
載
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
増
減
の
無
い
場
合
や
廃

業
・
解
散
の
場
合
で
も
そ
の
旨
を

申
告
書
に
記
載
の
上
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　

申
告
に
必
要
な
書
類
は
12
月
下

旬
ま
で
に
郵
送
し
て
い
ま
す
。
申

告
が
必
要
な
方
で
必
要
書
類
が
届

か
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
申
告
期
限

　

１
月
31
日
（
金
）

※
申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
混
雑

し
ま
す
の
で
、
１
月
20
日（
月
）
ま

で
の
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課
　

課
税
係

　

☎（
４
３
）
２
１
１
３

　

国
税
局
や
税
務
署
の
職
員
を
名

乗
る
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や
年
金

受
給
調
査
と
称
し
て
、
個
人
情
報

を
聞
き
出
そ
う
と
す
る
事
例
が
多

発
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

白
河
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
２
４
８
（
２
２
）
７
１
１
１

　

国
民
の
３
人
に
１
人
は
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
内
市

町
村
で
実
施
し
た
５
つ
の
が
ん
検

診
（
※
）
受
診
率
は
50
％
に
も
達

し
て
い
ま
せ
ん
。（
平
成
23
年
度

実
績
）

　

早
期
の
が
ん
は
症
状
が
な
い
た

め
、
定
期
的
に
「
が
ん
検
診
」
を

受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の

有
無
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め

に
も
、
定
期
的
に
「
が
ん
検
診
」

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
平
成
26
年

１
月
・
２
月
に
施
設
健
診
を
実
施

し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電

話
（
４
３
ー
２
１
１
５
）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
５
つ
の
が
ん
検
診
と
は

　

胃
が
ん
、
肺
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

　

乳
が
ん
、
子
宮（
頸
）が
ん
の
検

　

診
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係

　

☎（
４
３
）２
１
１
５

　

県
お
よ
び
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成

25
年
１
月
か
ら
福
島
県
住
宅
用
太

陽
光
発
電
補
助
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
平
成
26
年
１
月
か
ら

一
部
制
度
を
改
正
し
ま
す
。

■
主
な
改
正
内
容

　

申
請
時
の
添
付
書
類
を
一
部
変

更
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
約
２
カ
月

早
く
県
へ
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■
制
度
改
正
の
適
用
日

　

平
成
26
年
１
月
１
日

■
問
い
合
わ
せ

　

福
島
県
企
画
調
整
部

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
課

　

☎
０
２
４
（
５
２
１
）８
４
１
７

おくやみ申し上げます

11月16日から12月15日までの届け出

亡くなられた方 年齢 住　所

緑川　しもさ 
ん 89歳 折 篭

藤田　直一さ 
ん 64歳 常世中野

郡司　　弘さ 
ん 79歳 大 町

白石　静枝さ 
ん 88歳 川 上

石川サタヱさ 
ん 103歳 上 石 井

古市　高明さ 
ん 77歳 本 町

戸井田文子さ 
ん 82歳 稲 沢

鈴木　幸子さ 
ん 75歳 伊 香

原田美才子さ 
ん 86歳 上 石 井

大縄　正明さ 
ん 59歳 本 町

近藤　イトさ 
ん 90歳 柳 町

塚田トミヱさ 
ん 96歳 植 田

※この欄に掲載を希望されない方は、届け出の際に窓口
　に申し出てください。
※「こんにちは赤ちゃん」は19ページに掲載してあります。

（町内 35 カ所）
片貝分館

12/12 0.08

塙町役場 西河内分館 折篭集会所

12/12 0.10 12/12 0.10 12/12 0.10

道の駅はなわ 堀越集会所 殿畑集会所入口

12/12 0.09 12/12 0.10 12/12 0.10

上渋井集会所 小高集会所 石堀子集会所

12/12 0.12 12/12 0.12 12/12 0.10

台宿分館 東河内分館 矢塚集会所

12/12 0.12 12/12 0.11 12/12 0.10

稲沢集会所 一本木集会所 那倉分館

12/12 0.12 12/12 0.12 12/12 0.12

上石井分館 中塚集会所 大平・大竹正勝さん宅入口

12/12 0.11 12/12 0.12 12/12 0.12

吉成運送第２倉庫前 笹原地区公民館 那倉呼石入口バス停前

12/12 0.12 12/12 0.09 12/12 0.13

伊香分館 川上四区集会所 田代権現堂

12/12 0.11 12/12 0.09 12/12 0.11

古宿屯所前 大蕨分館 田代分館

12/12 0.10 12/12 0.12 12/12 0.13

高城地区公民館 前田集会所 丸ケ草分館

12/12 0.11 12/12 0.10 12/12 0.10

真名畑分館 木野反分館 単位：マイクロ
シーベルト / 時

間

地上１㍍で測定

12/12 0.11 12/12 0.10

常豊地区公民館 湯遊ランドはなわ

12/12 0.10 12/12 0.09

※測定機器：シンチレーションサーベイメータ
　日立アロカ TCS172　　　　　　　　　　　　
※福島県ホームページにおいて、福島県放射能
　測定マップが公表されています。　　　　　　

町が独自に調査した

放射線測定値を報告します

募　集

お知らせ

頑
張
る
人
を
応
援
し
ま
す

塙
町
奨
学
生

教
育
委
員
会

く
ら
し
の

情
報
役場の電話番号

☎０２４７―４３―２１１１（代表）
役場のＦＡＸ
　０２４７―４３―２１１６
町のホームページアドレス
http://www.town.hanawa.
　　　fukushima.jp/
町のメールアドレス
soumu@town.hanawa.
　　　fukushima.jp
※意見や要望のある方はご利用
　ください。
【直通電話番号】
総務課　　　　☎４３―２１１１
町民課　　　　☎４３―２１１３
　　　　　　　☎４３―２１１４
健康福祉課　　☎４３―２１１５
包括支援センター
　　　　　　　☎４３－２２２４
　　　　　　　☎４３－２２２７
まち振興課　　☎４３－２１１２
　　　　　　　☎４３－２１１８
まち整備課　　☎４３－２１１７
水道課　　　　☎４３－２１４８
会計室　　　　☎４３－２１４９
塙保育園　　　☎４３－０３７７
議会事務局　　☎４３－２１５０
農業委員会　　☎４３－２１１９
教育委員会
学校教育課　　☎４３－４０５０
生涯学習課　　☎４３－２６４４
公民館　　　　☎４３－０３２０
図書館　　　　☎４３－０８０８
給食センター　☎４３－０１８８
東白衛生組合　☎４３－０３７８

相　談
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原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る

弁
護
士
に
よ
る
巡
回
法
律
相
談

県
南
地
方
振
興
局

償
却
資
産
の
申
告
は

１
月
31
日
ま
で

町
民
課

税
務
職
員
を
装
っ
た
者
か
ら
の

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

白
河
税
務
署

申
告
の
方
法
は
？

申
告
は
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

受
診
し
て
い
ま
す
か
？

「
が
ん
検
診
」

健
康
福
祉
課

福
島
県
住
宅
用
太
陽
光
発
電

補
助
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

福
島
県
企
画
調
整
部



Town Topics

まちの話題

あなたの地区の話題を提供してください。

取材に伺います。

※広報はなわに掲載された写真を希望される方は、

　総務課☎ 43―2111 までご連絡ください。

　人いきいき・街きらきら活性化実行委員会に
よる街なかイルミネーション点灯式が 12 月２日
（月）、駅前のフォレスト５広場で行われました。
　今年で５年目となったこの点灯式。式には、園
部秀次副町長ほか関係者 30 人が出席。スイッチ
を入れると、街路樹に取り付けられたＬＥＤ電球
が一斉に点灯。また、商店街と駅前商店街活性化
研究会の干支のイルミネーションが飾られまし
た。なお、このイルミネーションは１月末まで午
後５時から９時まで点灯されます。

彩る光がまちを飾る
―街なかイルミネーション点灯式―

まち活性化へ願いを込めて（一斉にスイッチを押す関係者）

若者の雇用促進・定住化へ向けて
―株式会社オーゼキ福島新工場地鎮祭―

全国の舞台で花を咲かせる
―塙中女子剣道部へ激励金交付―

▶鍬入れをする株式会社オーゼキの
　大関隆司代表取締役社長

　塙町老人クラブ連合会主催の第 12 回塙タイム
ス杯クロリティー大会が 12 月５日（木）、塙町
営体育館で行われました。町内各単位老人クラブ
から23チーム・157人が参加。４ブロック７レー
ンに分かれて予選リーグを行い、決勝は各ブロッ
クから勝ち進んだ計８チームによるトーナメント
方式で行われ、競技の結果、川上福寿会Ａが優勝
しました。
　参加者たちは楽しく競技を行い、交流を図って
いました。

健康保持と会員の楽しい交流
―塙町老人クラブ連合会・クロリティー大会―

はなわの魅力倍増！
―観光まちづくり委員へ委嘱状交付―

ワークショップで活発に意見を交わす委員の皆さん

　塙・笹原両幼稚園の生活発表会が 11 月 30 日
（土）、同園ゆうぎ室で行われました。園児たちは、
この日のために一生懸命覚えた劇や歌・踊りを披
露しました。塙幼の年長・もも組による劇「スー
パーモンキーゴクウ！（写真：上）」、笹幼の年長・
ひまわり組による言語劇「しらゆきひめ（写真：
下）」では、園児たちが役になりきってセリフを
言ったり踊ったり、個性輝く演技に鑑賞していた
家族たちは、その元気よく演技する姿に盛んな拍
手と歓声を送り、会場は温かな雰囲気につつまれ
ていました。

元気いっぱいの名演技
―塙・笹原幼稚園生活発表会―

　観光まちづくり委員への委嘱状交付式が 11 月
29 日（金）、塙町商工会館で行われました。菊池
基文町長が商工会青年部４名、女性部３名、商業
部３名、職員２名、観光協会２名、町職員５名へ
委嘱状を交付しました。
　観光まちづくりは、ワークショップで町内の資
源を活用したプログラムを作り上げ、既存の観光
資源の魅力倍増を図り、開発・発掘・活用をする
ことを目的に進められます。委嘱状交付式後には
第１回ワークショップを開催。今年度末までにコ
ンセプト・ストーリーを作り上げます。

楽しい競技で体も心もいきいき

　今年５月に行われた企業誘致調印式で旧高城小
学校跡地を取得した株式会社オーゼキの福島新工
場（仮称）地鎮祭が 12 月 12 日（木）、関係者約
40 人が参加し同敷地で行われました。七宮広樹
宮司による神事が行われ、代表取締役社長の大関
隆司氏らによる鍬入れのあと、菊池基文町長らが
玉串をささげ工事の安全を祈願しました。
　新築工場は、鉄骨造平屋建（一部事務所２階建）
の 3,997.67 平方㍍の工場棟が建設され、今年７
月末に完成する予定です。

　11 月の県中学校選抜剣道大会で悲願の初優勝
をした塙中女子剣道部。12月 25日から兵庫県で
開催された内閣総理大臣杯・第 31 回若鷲旗剣道
大会への出場に対する激励金交付式が 12 月 10
日（火）、役場応接室で行われました。
　菊池基文町長から出場選手一人一人に激励金が
手渡され、「皆さんの活躍が町民の励みになってい
ます。頑張ってきてください」と激励しました。
　選手を代表して井坂主将から「多くの人に支え
られていることに感謝し、みんなで力を合わせ恩
返しできるよう頑張ってきます」と力強いあいさ
つがありました。

上段左から藤田教育長、菊池町長、結城塙中校長、鈴木剣道部顧問
下段左から生方彩恵さん、金澤晴佳さん、井坂愛さん、八幡千尋さん、鈴木香穂さん

▼玉串をささげる菊池基文町長
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
一
年
皆
さ
ま
に
も

幸
せ
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
…
。

　

「
大
切
な
人
た
ち
」
と
題
し
て
、

私
の
周
り
に
は
た
く
さ
ん
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
大
切
な
人
た
ち
が
い
ま
す
。

そ
の
方
々
の
支
え
も
あ
り
、
昨
年
一

年
も
無
事
に
過
ぎ
新
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
頑
張
る

た
め
に
、
こ
れ
か
ら
大
切
な
人
た
ち

を
紹
介
し
ま
す
。

　

私
は
塙
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
早
く

も
37
年
が
た
ち
オ
バ
サ
ン
に
な
り
か

け
て
い
ま
す
（
笑
）
私
生
活
は
10
年

前
に
結
婚
し
子
ど
も
は
３
人
と
、
少

し
面
倒
く
さ
い
旦
那
（
笑
）
と
５
人

家
族
で
す
。
長
男
は
小
学
３
年
生
で

す
。
こ
の
子
は
優
し
い
で
す
。
そ
し

て
お
母
さ
ん
大
好
き
だ
と
私
が
勝
手

に
思
っ
て
る
だ
け
か
な
、
と
い
う
く

ら
い
ど
ん
な
こ
と
で
も
話
し
て
く
れ

ま
す
し
努
力
家
な
子
で
す
ね
。
次
男

は
幼
稚
園
の
年
長
で
す
。
こ
の
子
は

と
に
か
く
元
気
で
頑
固
で
負
け
ず
嫌

い
で
す
。
た
だ
几
帳
面
な
と
こ
も
あ

っ
て
、
意
外
と
細
か
い
と
こ
は
誰
に

似
た
の
か
な
あ
。
明
る
く
て
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
子
で
す
。
次
男
も
お
母
さ

ん
大
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。
３
人
目

に
し
て
待
望
の
女
の
子
が
生
ま
れ
ま

し
た
。
保
育
園
に
行
っ
て
い
る
２
歳

８
カ
月
で
す
。
ま
あ
と
に
か
く
一
言

で
言
え
ば
か
わ
い
い
で
し
ょ
う
。
ち

ょ
っ
と
し
た
し
ぐ
さ
や
笑
顔
、
小
さ
な

声
で
「
マ
マ
ー
」
な
ん
て
呼
ば
れ
た

ら
胸
が
キ
ュ
ン
と
な
り
ま
す
ね
。
今

の
と
こ
ろ
は
皆
元
気
な
の
で
何
よ
り

で
す
。
そ
し
て
忘
れ
て
は
困
る
旦
那

さ
ま
は
私
よ
り
２
つ
年
上
で
す
。
す

ご
く
子
ど
も
た
ち
の
面
倒
も
見
て
く

れ
て
ほ
ん
と
感
謝
し
て
ま
す
。
改
め

て
「
あ
り
が
と
う
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」

　

最
後
に
今
年
も
家
族
や
両
家
の
両

親
、
私
の
職
場
の
方
々
を
大
切
に
し
、

支
え
て
も
ら
い
頑
張
り
た
い
で
す
。

■
次
回
は
堀 

光
乃
さ
ん(

片
貝)

で
す
。

　

塙
町
で
生
ま
れ
て
28
年
が
た
ち
、

昔
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が

落
ち
着
く
町
で
生
活
を
し
て
い
ま

す
。
４
年
前
に
結
婚
し
て
、
３
歳
と

１
歳
の
息
子
と
妻
と
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

仕
事
上
、
朝
早
く
夜
遅
く
て
子
ど

も
と
会
話
や
遊
ぶ
こ
と
も
で
き
な
い

と
き
が
多
い
で
す
。
子
ど
も
の
頃
か

ら
父
親
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク
を
運
転
す

る
姿
に
憧
れ
て
、
将
来
の
夢
に
変
わ

り
、
今
の
職
業
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
は
反
対
さ
れ
ま
し
た
が
後
悔
は
あ

り
ま
せ
ん
。
毎
日
弁
当
を
渡
し
て
く

れ
る
妻
に
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

妻
は
、
子
ど
も
が
小
さ
く
ゆ
っ
く

り
体
を
休
め
る
時
間
が
な
い
の
で
、

休
日
は
で
き
る
だ
け
子
育
て
を
し
て

い
る
つ
も
り
で
す
が
難
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
大
変
な
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
仲
良
く

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

今
は
ま
だ
、
自
分
で
は
精
神
的
に

子
ど
も
だ
と
思
い
ま
す
が
、
や
が
て

自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
自
慢
で
き
る

父
親
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
、
安
全
運
転
を
し
て
無
事

家
に
つ
く
と
安
心
で
き
て
、
子
ど
も

の
寝
顔
を
見
る
と
明
日
も
頑
張
ら
な

い
と
、と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
迷
惑
を
か
け
て
き
た
両
親

に
も
、
い
つ
か
親
孝
行
が
で
き
る
よ

う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
次
回
は
金
澤 

智
久
さ
ん(

桜
木
町)

で
す
。
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塙
会
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
、

こ
ん
に
ち
は
。
日
頃
は
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

実
は
私
は
矢
祭
町
の
出
身
で
す

が
、
旧
高
城
中
学
校
時
代
の
友
人

が
多
数
塙
会
の
会
員
に
な
っ
て
い

ま
し
て
、
そ
の
ご
縁
で
入
会
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
参
加
し

て
楽
し
い
時
を
過
ご
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
の
思
い
出
で
す
が
、

夏
に
な
る
と
近
所
の
子
ど
も
や
兄

弟
た
ち
と
近
く
の
久
慈
川
で
魚
釣

り
や
水
遊
び
を
し
ま
し
た
。
時
に

は
父
と
幼
い
妹
を
連
れ
て
出
か
け

ま
し
た
が
、
こ
の
頃
は
楽
し
か
っ

た
で
す
。
そ
の
父
は
私
の
小
学
校

の
入
学
式
か
ら
１
週
間
後
に
出
征

し
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
私

は
父
と
入
学
式
に
行
き
ま
し
た
の

で
、
こ
の
入
学
式
が
父
と
の
最
後

の
思
い
出
で
す
。
そ
し
て
１
番
の

思
い
出
で
す
。
そ
の
時
代
か
ら
お

よ
そ
70
年
。
本
当
に
長
い
時
間
が

経
過
し
ま
し
た
が
、
川
で
の
父
の

笑
顔
と
み
ん
な
に
見
送
ら
れ
な
が

ら
戦
地
に
向
か
う
そ
の
後
ろ
姿
は
、

今
で
も
は
っ
き
り
と
思
い
出
さ
れ

ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
中
学
校
時
代
の
思

い
出
に
な
り
ま
す
が
、
私
は
陸
上

部
に
入
り
、
毎
日
午
後
に
な
る
と

御
殿
河
原
に
行
っ
て
南
部
七
校
対

抗
戦
の
練
習
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

中
学
校
ま
で
は
往
復
３
里
く
ら
い

の
道
程
だ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

遠
か
っ
た
で
す
が
、
先
輩
、
後
輩

み
ん
な
で
通
う
と
楽
し
い
も
の
で

し
た
。
時
に
は
問
題
が
発
生
し
困

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
い

つ
の
間
に
か
収
ま
っ
て
い
る
。
口

げ
ん
か
し
て
も
ま
た
仲
良
く
な
っ

て
歩
き
出
し
て
い
る
。
そ
ん
な
こ

と
の
繰
り
返
し
で
し
た
が
、
今
で

は
全
て
良
き
思
い
出
で
す
ね
。

　

私
は
こ
れ
を
、
い
よ
い
よ
新
し
い

年
ま
で
１
カ
月
を
切
っ
た
師
走
の
初

め
に
書
い
て
お
り
ま
す
。
２
０
１
３

年
は
世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
な
災
害

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
我
が
故
郷
、

福
島
で
も
い
ま
だ
原
発
問
題
で
苦

し
む
多
く
の
方
々
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
２
０
１
４
年
こ
そ
は
災

害
の
な
い
穏
や
か
な
年
と
な
り
ま

す
よ
う
念
じ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

塙
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
皆

さ
ま
の
ご
健
康
、
ご
多
幸
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

（
次
回
は
、
千
葉
県
成
田
市
在
住

の
廣
瀬
久
江
さ
ん
で
す
。）

随 想リレー

大
切
な
人
た
ち

金澤　千鳥さん

（上石井）

職業　介護職
趣味　買い物
　　　飲み会
好きな言葉
　　　「笑顔」「挑戦」

生田目　賢さん

（上石井）

職業　運送業
趣味　魚釣り
好きな言葉
　　　「感謝」

今
の
自
分

お
待ちかね。あなたの出番です

。

シリーズ
シリーズ
シリーズ

290

松儀 キヨ子さん
神奈川県横浜市在住

（矢祭町出身）

「
東
京
塙
会
」
か
ら
こ
ん
に
ち
は

№１２０

　このコーナーでは、東京
塙会の皆さんの懐かしい思
い出やふるさとへの思いを
紹介しています。

私
の
思
い
出

　平成３年２月に結成された東京塙会。現在の
会員は202人です。会員には毎月「広報はなわ」
や情報誌「ふるさと情報」を送るほか、ふるさ
と訪問・定期総会などがあります。
　会員の皆さんは塙町出身のお友達を、町内の
皆さんは東京都などで生活しているご家族に加
入をぜひおすすめください。
■年　会　費　3,000 円（入会金はありません）
■問い合わせ　東京塙会事務局（まち振興課）
　　　　　　　☎０２４７―４３―２１１２

「東京塙会」では会員を募集しています

出生時名 父 ・ 母 月/日 住　所

星　　湊
そうや

優 く    
ん 浩 章・涼 子 11/11 大 町

鈴木　陽
はると

斗 く    
ん 隆 典・いずみ 11/15 上 渋 井

三村　透
とうま

真 く    
ん 泰 敬・望 美 11/20 大 町

菊池　仁
に

菜
な

ち
や

　ん 光 訓・美 加 11/21 大 町

　　　　　　　　■飯村　サク 　様

　　　　　　　　　100,000 円（町振興のため）

■近藤　力　様

　町振興のため

こんにちは赤ちゃん
11月16日から12月15日までの届出

心温まる善意に感謝（12月分）

※「おくやみ申し上げます」は15ページに掲載してあります。

出生時名 父 ・ 母 月/日 住　所

矢吹有
ゆ

梨
り

奈
な

ち
や

　ん 治 夫・ジャネット
アヴェリノ 11/26 川 上

大橋　蓮
は

花
な

ち
や

　ん 弘 季・亜紗美 11/26 稲 沢

鈴木琉
る

貴
き

彪
や

く    
ん 直 貴・ 愛 11/28 桜 木 町

割貝　心
こはる

春
ち
や

　ん 直 輝・留 美 12/ ６ 板 庭
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